
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　椅子の座部前側に設けられ 載部の左右側に左右壁部を立設するとともに、足載部の
略中央位置には仕切部を出没自在に設け 子用足載台において、
　

たことを特徴とする椅子用足載台。
【請求項２】
　
　
　

ことを特徴とする 椅子用足載台。
【請求項３】
　 ことを特徴と
する請求項１又は２に記載の椅子用足載台。
【請求項４】
　 ことを特徴とする請求項１
又は２に記載の椅子用足載台。
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、足
た椅

前記仕切部は、膨張・収縮自在のエアセルにより構成され、しかも、前記エアセルを、
膨張時に使用者の足をガイドする下部エアセルと、この下部エアセルの高さ方向に積層さ
れ、膨張した前記下部エアセルにより嵩上げされた状態で前記使用者の足をマッサージす
る上部エアセルとから構成し

前記仕切部を構成するエアセルへのエアの供給は、
前記下部エアセルを膨張させて使用者の足をガイドする第１段階と、
この第１段階で膨張した前記下部エアセルにより嵩上げされた前記上部エアセルを膨張

させて前記使用者の足を押圧する第２段階と、
により段階的に行われる 請求項１記載の

前記上部エアセルを、使用者の足の中心近傍に位置するように嵩上げする

前記上部エアセルを、複数のエアセルを積層させて構成した



【請求項５】
　

ることを特徴とす 子型マッサージ機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、椅子の座部前側に設けられた椅子用足載台に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、図１２に示すように、座部１００と背もたれ部２００とを備えた椅子型のマッサー
ジ機Ｘにおいてよく見られるように、前記座部１００前側には、通常「オットマン」と呼
ばれる椅子用足載台３００が設けられている。
【０００３】
かかる椅子用足載台３００は、使用者の両足を包み込めるように足載部４００の左右に壁
部５００，５００を有する凹状に形成されており、しかも、中央部には比較的厚めの仕切
壁６００を突設して、左右の足をそれぞれ独立して保持可能としている。なお、図中、７
００は背もたれ部２００内には上下移動自在に配設したマッサージユニットである。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記した従来の椅子用足載台３００は、通常上述したようなマッサージ機Ｘに使用されて
いるので、エアの給排により膨縮自在としたエアセルを足載部４００や壁部５００及び仕
切壁６００に設けて足のマッサージを行えるようにしたものが一般的である。
【０００５】
確かに足のマッサージを行う場合、左右の足をそれぞれ分離独立させた状態にしなければ
、左右の足それぞれを十分にエアマッサージすることが難しいことから前記仕切壁６００
を設けることは有効な手段であるが、足のマッサージを行わないときは、かえって足の自
由度が奪われることになり、仕切壁６００の存在が鬱陶しく感じられることが多い。
【０００６】
すなわち、仕切壁６００はマッサージを実行するときに有用になるものであって、通常は
却って邪魔な存在となっていた。
【０００７】
本発明は、上記課題を解決することのできる椅子用足載台を提供することを目的としてい
る。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　そこで、請求項１記載の本発明では、椅子の座部前側に設けられ 載部の左右側に左
右壁部を立設するとともに、足載部の略中央位置には仕切部を出没自在に設け 子用足
載台において、

た。
【０００９】
　また、請求項２記載の本発明では、

　

。
【００１０】
　また、請求項３記載の本発明では、

ことを特徴とする。
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請求項１～４のいずれかに記載の椅子用足載台部を具備するとともに、施療子を備える
マッサージユニットを具備す る椅

、足
た椅

前記仕切部は、膨張・収縮自在のエアセルにより構成され、しかも、前記
エアセルを、膨張時に使用者の足をガイドする下部エアセルと、この下部エアセルの高さ
方向に積層され、膨張した前記下部エアセルにより嵩上げされた状態で前記使用者の足を
マッサージする上部エアセルとから構成し

前記仕切部を構成するエアセルへのエアの供給は、
前記下部エアセルを膨張させて使用者の足をガイドする第１段階と、

この第１段階で膨張した前記下部エアセルにより嵩上げされた前記上部エアセルを膨張
させて前記使用者の足を押圧する第２段階と、により段階的に行われることを特徴とする

前記上部エアセルを、使用者の足の中心近傍に位置
するように嵩上げする



【００１１】
　また、請求項４記載の本発明では、

。
【００１３】
　さらに、請求項 記載の本発明では、上記請求項１～ のいずれかに記載の椅子用足載
台部を具備するとともに、施療子を備えるマッサージユニットを具備する椅子型マッサー
ジ機とした。
【００１４】
【発明の実施の形態】
　 椅子の座部前側に設けられ 載部の左右側に左右
壁部を立設するとともに、足載部の略中央位置には仕切部を出没自在に設け におい
て、

たものである。
【００１５】
　すなわち、必要に応じて足載部に仕切部が出現するようにし 、通常は左右の足を仕切
ることなく足載部全体を広くゆったりと使用することができるようにし 。
【００１６】
　 、例えば足をマッサージする場 仕切部を出現させることで左右の足をし
っかりと包持して、 十分にマッサージを実行することが
できる
【００２１】
　

もできる。
【００２４】
かかる膨張・収縮自在のエアセルを用いれば、エアの給・排動作の簡単な操作でみで必要
に応じて仕切部や壁体形成手段を出現させたり無くしたりすることができる。
【００２５】
　そして のマッサージ効果を高めることができるとともに、足のマッサージを行わな
い場合は足載台を広く使うことができるので、足を拘束されるような窮屈感がなくなる。
【００２６】
　 、上記仕切 、膨張・収縮自在のエアセルを高さ方向に積層して構成
。
【００２７】
かかる積層構造とすることで、下側のエアセルで足をしっかりと保持しながら上部のエア
セルによって効果的なエアマッサージが可能となる。
【００２８】
【実施例】
以下、本発明の実施例を図面を参照しながら説明する。なお、本実施例では本発明を、椅
子型マッサージ機Ａに適用したものとして説明する。
【００２９】
図１は本実施例に係る椅子用足載台（以下「足載台１」とする）を具備する椅子型マッサ
ージ機Ａの斜視図である。
【００３０】
椅子型マッサージ機Ａは、図示するように、基台部４上に座部２を設け、同座部２の後端
に背もたれ部３をリクライニング自在に連設した構成とし、前記座部２の前側に本発明の
要部となる足載台１を連設している。２１は座部２の両側に設けた肘掛、４１は基台部４
の下部に設けた脚座である。
【００３１】
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前記上部エアセルを、複数のエアセルを積層させて
構成したことを特講とする

５ ４

本実施形態に係る椅子用足載台は、 、足
たもの

前記仕切部は、膨張・収縮自在のエアセルにより構成され、しかも、前記エアセルを
、膨張時に使用者の足をガイドする下部エアセルと、この下部エアセルの高さ方向に積層
され、膨張した前記下部エアセルにより嵩上げされた状態で前記使用者の足をマッサージ
する上部エアセルとから構成し

て
たものに関する

したがって 合、
膨張・収縮自在のエアセルにより

。

また、他の実施形態として、前記上部エアセルを、使用者の足の中心近傍に位置するよ
うに嵩上げすること

、足

しかも 部は している



なお、前記背もたれ部３内には、施療子６１によるマッサージを可能としたマッサージユ
ニット６を図示しない昇降用モータにより上下昇降自在に収納配設している。
【００３２】
上記構成の椅子型マッサージ機Ａにおいて、本実施例で特徴となるのは、足載部１０の左
右側に左右壁部１１，１１を突設するとともに、足載部１０の略中央位置には仕切部Ｂを
出没自在に設けたことにある。
【００３３】
すなわち、図１において一点鎖線で示すように、通常は存在しない仕切部Ｂが、足載台１
の足載部１０上に必要に応じて出現するようにしたものであり、通常は左右の足を仕切る
ことなく、足載部１０全体を広くゆったりと使用することができる。
【００３４】
　仕切部Ｂの実施例 を以下に説明する。
【００３５】
　（第１ 例）
　図２（ａ）及び図２（ｂ）は第１ 例に係る仕切部Ｂの説明図である。
【００３６】
　図２（ａ）に示すように、本 例に係る仕切部Ｂは、門形の枠体７１に袋体７２を張
設した構成としており、袋体７２に連設した筒状端部７２ａを前記枠体７１に挿通してい
る。
【００３７】
袋体７２は図示しないエアポンプに接続しており、同エアポンプからエアを供給すると、
一点鎖線７３で示すように膨張して仕切部Ｂとして機能する。すなわち、エアを供給しな
い限り、足載部１０上には枠体７１に扁平の布体（袋体７２）が張設されているだけの状
態となる。
【００３８】
また、本第１ 例の変形例として、図２（ｂ）に示すように、足載部１０の中央部にス
リット孔Ｓを設け、同スリット孔Ｓを介して仕切部Ｂを足載台１の上面と足載台１の内部
、あるいは足載台１の裏面側との間で出し入れ自在とすることができる。
【００３９】
すなわち、必要に応じて仕切部Ｂを上方へ突出できるようにし、不要時にはこれを下降さ
せて収納状態に復帰可能としている。
【００４０】
　本 例に係る袋体７２は、足を直接的にエアマッサージするためのエアセルとして機
能させることができる。
【００４１】
すなわち、前述したように袋体７２はエアにより膨張可能なので、足をマッサージ可能な
押圧力が発生する程度に膨張させ、次いで収縮させる動作を繰り返すように制御するもの
である。このとき、足載部１０上や左右壁部１１，１１の内面にも同様にエアセルを設け
ることが望ましく、エアマッサージの効果をより高めることができる。
【００４２】
　（第２ 例）
　図３は第２ 例に係る仕切部Ｂの説明図である。
【００４３】
　本 例に係る仕切部Ｂは、足載台１の足載部１０の中央部に仕切部収納用凹部１２を
設けておき、同仕切部収納用凹部１２中に、給・排気によって膨張・収縮自在とした袋状
の壁体形成体７４を収納している。
【００４４】
図示しないエアポンプよりエアを給気すると、一点鎖線で示すように壁体形成体７４が膨
張して仕切部収納用凹部１２から起立し、仕切部Ｂとして機能する。そして、給気量によ
って、さらに膨張してマッサージ用のエアセルとしても機能するようにしている。
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及び参考例
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【００４５】
すなわち、エアの給気タイミングとしては、壁体形成体７４にエアを供給して先ず仕切部
Ｂとして機能させ、壁体形成体７４をマッサージ用として機能させる場合は、その後さら
にエアを供給してより膨張させることによりマッサージ用として機能させることができる
。このときに給・排気を繰り返すことでより効果的なエアマッサージが可能となる。
【００４６】
図中、Ｍは使用者の足、１３はマッサージ用エアセルであり、足載部１０及び左右壁部１
１，１１に設けている。なお、壁体形成体７４に給気するエアポンプとマッサージ用エア
セル１３に給気するエアポンプとは別個のものとしてもよいし、あるいは壁体形成体７４
への給気を終了するとマッサージ用エアセル１３に給気するように流路切換可能な構成と
してもよい。
【００４７】
　さらに本 例の変形例として、図３（ｂ）及び（ｃ）の構成とすることもできる。
【００４８】
図３（ｂ）に示したものは、壁体形成体７４を左右２個配設したものである。
【００４９】
図示するように、それぞれが膨張して起立状態となったときに仕切部Ｂとして機能する。
【００５０】
図３（ｃ）に示したものは、壁体形成体７４を入れ子状としたもので、通常は前述したよ
うに仕切部収納用凹部１２内に収納されているが、エアを供給すると起立して仕切部Ｂと
して機能する。なお、図示した例では、その左右側面にマッサージ用エアセル１３を取付
けている。
【００５１】
　ところで、本 例における壁体形成体７４は、エアを排気した場合は収縮して元の萎
んだ袋状になるようにゴムなどの弾性素材により形成している。
【００５２】
　（第３参考例）
　図４は第３ 例に係る仕切部Ｂの説明図である。
【００５３】
　本 例に係る仕切部Ｂは、足載台１の足載部１０の中央部に設けた前記仕切部収納用
凹部１２内に、給・排気によって膨張・収縮自在とした袋状の壁体形成体７４の基端部を
収納したもので、給気によって膨張して起立することにより仕切部Ｂとして機能するもの
であり、通常は図４（ｂ）に示すように、足載部１０上に萎んだ状態で横臥している。
【００５４】
そして、壁体形成体７４にエアを供給すると、図４（ｂ）に示すように起立して仕切部Ｂ
として機能するものである。この場合の壁体形成体７４は、エアを排気した場合は収縮し
て元の萎んだ袋状になるように腰のない素材により形成している。
【００５５】
かかる壁体形成体７４の側面にはやはりマッサージ用エアセル１３を設けるとよい。
【００５６】
この場合もエアの給気タイミングとしては、壁体形成体７４にエアを供給して先ず仕切部
Ｂとして機能させ、その後マッサージ用エアセル１３にエアを供給することにより足のエ
アマッサージを行うことができる。
【００５７】
　（第４参考例）
　図５は第４ 例に係る仕切部Ｂの説明図である。
【００５８】
　これは、第１ 例同様に、門形の枠体７１に一対のエアセル１３’，１３’を張設す
るとともに、左右壁部１１，１１及び足載部１０に、それぞれ前記エアセル１３’と略同
形状のマッサージ用エアセル１３を配設した構成としており、しかも、通常は全てのエア
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セル１３，１３’にそれぞれエアが供給されていて、図示するように、一対のエアセル１
３’，１３’及び左右壁部１１，１１に設けたマッサージ用エアセル１３の上面がなだら
かな第二足載部１０’を形成しているものである。
【００５９】
すなわち、図５（ａ）に示すように、通常は前記第二足載部１０’上に使用者の足Ｍは載
せられ、必要に応じて各エアセル１３’，１３’からエアを排気すると、図５（ｂ）に示
すように、足Ｍが落ち込んで足載台１の本来の足載部１０上に足Ｍが位置するようになっ
ている。このとき、枠体７１に設けた一対のエアセル１３’，１３’は適当量のエアが充
填された状態となるようにすることで、図示するように仕切部Ｂとして機能する。
【００６０】
さらに、その後各エアセル１３’，１３’への給・排気を繰り返すことで、足Ｍのエアマ
ッサージが可能となる。この場合のエアセル１３’は、エアを排気した場合は元の萎んだ
袋状になるように腰のない素材により形成している。
【００６１】
　（第５ 例）図６は第５ 例に係る仕切部Ｂの説明図である。
【００６２】
これは、給・排気によって膨張・収縮自在としたエアセル１３’を足載部１０の略中央に
凸状に形成された土台部１８上に設けたもので、エアセル１３’は膨張して仕切部Ｂとし
て機能する。
【００６３】
土台部１８は、足Ｍを動かすのに邪魔にならない程度の高さとしており、前記エアセル１
３’が膨張した際に、土台部１８の高さの分だけ足Ｍの中心部近傍に同エアセル１３’を
当接させることができる。したがって、エアセル１３’へ給・排気してエアマッサージを
行う場合、足Ｍの中心部近辺を効果的にマッサージすることが可能となり、マッサージ効
果を向上させることができる。
【００６４】
　（実施例）
　図７ 実施例に係る仕切部Ｂの説明図 。
【００６５】
これは、給・排気によって膨張・収縮自在としたエアセル１３’を高さ方向に積層したも
のであり、同エアセル１３’は膨張して仕切部Ｂとして機能する。
【００６６】
本実施例では、図示するように、足載部１０に連設したガイド部形成用としての下部エア
セル１３’ａと、同下部エアセル１３’ａに連設したマッサージ用の上部エアセル１３’
ｂとからエアセル１３’をダブルで構成している。
【００６７】
図７（ａ）に示す基本状態からエアセル１３’にエアを供給すると、第１段階では図７（
ｂ）に示すように下部エアセル１３’ａが膨張して足Ｍの位置をガイドする。そして、さ
らにエアを供給すると第２段階として上部エアセル１３’ｂが膨張し、足Ｍを押圧する。
このときに給・排気を繰り返すことにより、前記下部エアセル１３’ａにより嵩上げされ
て足Ｍの中心近傍に位置した上部エアセル１３’ｂによって効果的なエアマッサージが行
える。
【００６８】
すなわち、エアセル１３’が１つで構成されたシングルタイプであれば、膨張時に足Ｍを
持ち上げてしまうおそれがあるが、本実施例のように足Ｍをガイドする機能を有する下部
エアセル１３’ａとマッサージ用の上部エアセル１３’ｂとを分離して積層構造としたこ
とにより、足Ｍをしっかりとガイドして保持しつつ、十分なエアマッサージが実行可能と
なるのである。
【００６９】
また、本実施例のように積層して構成したエアセル１３’は、上記したようなダブルタイ
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プに限るものではなく、例えば図８に示すように、３つ以上のエアセル１３’を積層して
構成することが可能である。
【００７０】
図８（ａ）に示したものは、下方から順に３つのエアセル１３’ａ、１３’ｂ、１３’ｃ
を積層したものである。３つのエアセル１３’ａ、１３’ｂ、１３’ｃの大きさは等しく
てもよいが、図示するように、下方から上方にいくにしたがって順に大きくすると、足Ｍ
を上方から下方へ押さえつけることができ、足Ｍが浮き上がることなく十分なエアマッサ
－ジ効果を得ることができる。
【００７１】
図８（ｂ）に示したものは、エアセル１３’を二層に積層したもののうち、上部エアセル
１３’ｂを左右幅方向に２つ配設したものである。図示するように、２つの上部１３’ｂ
が足Ｍを斜め下方に押さえることができるので、足Ｍを確実に上方から下方へ押さえつけ
ることができ、足Ｍが浮き上がることなく十分なエアマッサ－ジ効果を得ることができる
。
【００７２】
図８（ｃ）に示したものは、より多数のエアセル１３’を積層したもので、ここでは、下
部エアセル１３’ａを下部に配置してその上に上部エアセル１３’ｂを積層し、さらに同
上部エアセル１３’ｂ上には、左、中、右と３つの最上部エアセル１３’ｃ，１３’ｃ，
１３’ｃを積層したものである。かかる構成によっても前述してきたように、足Ｍをしっ
かりとガイドして保持しつつ、上方から下方に向けて足Ｍを押圧することで十分なエアマ
ッサージが実行可能となる。
【００７３】
なお、最上部に配置された３つのエアセル１３’ｃ、１３’ｃ、１３’ｃを含む各エアセ
ル１３’ａ，１３’ｂ，１３’ｃの大きさはそれぞれ等しくてもよいが、図示するように
、適宜変更しても構わない。すなわち、足Ｍのガイド及びマッサージが最適に行えるよう
に適宜決定することができる。
【００７４】
　なお、上述してきた実施例では、仕切部Ｂとして配設したエアセル１３’とは別に、エ
アマッサージを行うためのマッサージ用エアセル１３を左右壁部１１，１１及び足載部１
０上に別途設けた構成としたが、エアセル１３’のみでエアマッサージを行うようにして
も構わない。
【００７５】
　なお、第２～ 実施例において、マッサージ用エアセル１３は足載台１
の外表面に露出しないように、表皮部１４によって被覆した状態（図３～図６参照）とし
たが、外部に露出させても構わない。
【００７６】
　（第 例）
　図９は第 例に係る仕切部Ｂの説明図である。
【００７７】
これは、足載台１を左右２分割するとともに、分割足載台１ａ，１ａの基端部同士を摺動
自在に重合連結し、さらに、同分割足載台１ａ，１ａの各先端部同士を、湾曲リンク杆１
５からなるリンク機構Ｂ１を介して接続している。かかるリンク機構Ｂ１は足載台１の表
皮部１４の内側に配設しており、同リンク機構Ｂ１と表皮部１４との間にはマッサージ用
エアセル１３を配設している。１６はリンク節、１ｂは分割足載台１ａ，１ａの重合部で
ある。
【００７８】
かかる構成により、分割足載台１ａ，１ａが互いに離反方向へと伸長している場合はリン
ク機構Ｂ１も伸長して、図９（ａ）に示すように、足載部１０が広がるとともに仕切部Ｂ
は存在せずに自由に足Ｍを動かすことが可能となる。
【００７９】
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一方、分割足載台１ａ，１ａが近接方向に移動するとリンク機構Ｂ１が屈曲して、図９（
ｂ）に示すように、足載部１０は縮まるとともに仕切部Ｂが創出された状態となり、足Ｍ
は抱持状態となる。このときに、マッサージ用エアセル１３にエアを給排すれば、十分な
マッサージ力によるエアマッサージが可能となる。
【００８０】
　（第 例）図１０は第 例に係る仕切部Ｂの説明図である。
【００８１】
これは、足載台１の足載部１０の中央部に設けた前記仕切部収納用凹部１２内に入れ子式
であってなおかつエアを給気すると一側方向へカーブしながら伸延する硬質エアセル１７
を収納したもので、通常は破線で示すように硬質エアセル１７は仕切部収納用凹部１２内
に収納された状態であるが、給気すると硬質エアセル１７の先端が足Ｍに当接し、あたか
も仕切部Ｂのように機能する。しかも、この場合であれば、マッサージ用エアセル１３を
膨張収縮させると、硬質エアセル１７はその細くなった先端が足Ｍに当接しているので指
圧マッサージのような効果を奏することができる。
【００８２】
　（第 例）
　また、第 例として、足載部１０の左右側には壁体形成手段Ｂ２，Ｂ２を、足載部
１０の略中央位置には仕切部Ｂを、それぞれ出没自在に設けることもできる。
【００８３】
　これは、図１１に示すように、先の第 例における左右壁部１１，１１を廃止して
、足載部１０の左右端部にも前述の硬質エアセル１７を配設したものである。
【００８４】
　なお、第 、第 例において、硬質エアセル１７の伸長時のカーブ方向は足Ｍに当
接する方向であることは当然である。
【００８５】
　以上、 実施例を通して本発明を説明したが、本発明は 実施例
の構成に限定されるものではなく、椅子の座部前側に設けられた椅子用足載台であって、
足載部の左右側に壁体を立設したもの、あるいは壁体形成手段を出没自在に設けるととも
に、足載部の略中央位置に仕切部を出没自在に設けたものであれば全て含まれる。
【００８６】
また、足載部に膨張・収縮自在のエアセルを必ずしも配設する必要はなく、さらに、本椅
子用足載台１が取付けられる椅子としては、必ずしもマッサージ機能を有するものでなく
ともよい。
【００８７】
【発明の効果】
本発明は、以上に説明したような形態で実施され、以下に記載されるような効果を奏する
。
【００８８】
　（１ 発明では 常使用時は足載部を広く使用できるので窮屈感がなく、また腰掛
けたり立ち上がったりする動作にも何ら支障がない。しかも、必要に応じて仕切部を出現
させれば、例えば足をマッサージする場合などに左右の足をしっかりと包持して十分なマ
ッサージ効果を得ることができる。
【００８９】
　

。
【００９３】
　（ 発明では を含む全身のマッサージを有効に行うことができるとともに、足
のマッサージが不要な場合は足載部を広く使用できるので窮屈感がなく、また腰掛けたり
立ち上がったりする動作にも何ら支障がないので使い勝手のよい椅子型マッサージ機
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足をしっかりと保持しながら上部のエアセルによって効果的なエアマッサージが可能とな
る
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る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施例に係る椅子用足載台を具備する椅子型マッサージ機の斜視図である。
【図２】第１実施例に係る仕切部の説明図である。
【図３】第２実施例に係る仕切部の説明図である。
【図４】第３実施例に係る仕切部の説明図である。
【図５】第４実施例に係る仕切部の説明図である。
【図６】第５実施例に係る仕切部の説明図である。
【図７】第６実施例に係る仕切部の説明図である。
【図８】第６実施例の変形例を示す説明図である。
【図９】第７実施例に係る仕切部の説明図である。
【図１０】第８実施例に係る仕切部の説明図である。
【図１１】第９実施例に係る仕切部の説明図である。
【図１２】従来の椅子型マッサージ機の説明図である。
【符号の説明】
Ａ　椅子型マッサージ機
Ｂ　仕切部
１　椅子用足載台
２　座部
３　背もたれ部
４　基台部
１０　足載部
左右壁部　１１，１１
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】
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